sound, vision, sou I 


パワードサブウーファー 

S-VW5 



インターネットによる登録のお願い 


URL http://www3.pioneer.co.Jp/ 

お買い上げの製品の登録を、宜しくお願い致しまず。上記「お客様のページ」 
で製品登録されまずと 、 ID •パスワードび発行され、いつでち、どこからで 
もインターネットを通じて、ご登録者専用のページを、ご利用いただけまず。 

「お客様のページ」は、お客様とのコミュニケーションのためのホームページ 
でず。新製品カタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジンの申し込 
みなど、お客様むけの、いろいろな情報を、このホームページで、ご提供致し 
てお0まず。 

詳しくは、お客様のページをご覧下さい。 


取扱説明書 









このたびは、ノ（イオニアの製品をお買い巧めいたださましてまことにありびとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のごを意」は必ずお読みくださ 
い。なお、「取扱説明書」および「安全上のごを意」は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒に必ず保管してく 
ださい。 



この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお 
使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未 
然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表 
示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡また 
は重傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 
う可能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定さ 
れる内容を示しています。 


絵表巧の例 

A 公記号はミ主意（警告を含む）しなければならない 

/ h \ 内容であることを示しています。 

^ ^ \ 図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電ま 

意）び描かれています。 



( S 記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は 
分解禁止）び描かれています。 



参記号は行動を強制したり指示する内容を示して 
います。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プ 
ラグをコンセントから抜け）び描かれています。 


A 警告頃常時の処置] 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると乂災-感電 
の原因となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン V へ^ 
戸 卜から抜いてください。煙び出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

プラグを巧け お客様による修理は危険ですから絶対おやめ<ださい。 


•万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災-感電の 
原因となります。 

プラグを巧け 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災- 
感電の原因となります。 

プラグを巧け 


A 注意 


• 機器本体の電源スイッチを切っても、電源の供給は停止しません。電源の供給を完全に 
停止するためには、電源プラグ(遮断装置)を抜く必要びあります。旅行などで長期間こ 
Vfe 戸 の製品をご使用にならないとさには、安全のため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセン 

プラグを巧け 卜から抜いてください。火災の原因となることびあります。 


• 電源の供給を完全に停止するためには、電源プラグ(遮断装置)を抜く必要びあります。 
万一の事故に備え、本機を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグ(遮断装置)に容 
Vfe 戸 易に手び届くように設置してください。 

プラグを巧け 
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付属品の確認 


■美しいシエイプで高音質。ラウンドキャビネット採用。 


■ RCA ピンコード XI 


■ 広がる音場。底面放射で360°方向へ低音再生。 
■本物の質感。アクリル切削フ□ントパネル採用。 



■ コンパクトでハイパワ ー100 W の大迫カサブウーファー。 


■オートスタンバイ機能搭載 

入力信号のない状態び約8分間1；(上続くと自動的に出カア 
ンプをスタンバイ状態にするオートスタンバイ機能を搭 
載しています。 


■ 電源コード 



を< じ 


■ 取扱説明書 
■ 安全上のごを意 
■ 保証書 

■ ご相談窓□-修理窓□のご案内 


特長 . 3 

付属品の確認 . 3 

お使いになる前に . 4 

設置のしかた . 5 

サブウーファーの接続のしかた . 6 

サブウーファーの各部の名称と 

使いかた . 6 

故障？ ちょっと調べてください ........ 8 

保証とアフターサービスについて ........ 9 

仕様 . 9 
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お使いになる師 A 


お手入れについて 


次のような場所には設置しないでください。 


E — 通常は、柔らかい巧で乾拭きしてください。巧れ 
びひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に 
柔らかい巧を浸してよく絞った後、汚れを}式さ取 
り、その後乾いた布で拭いてください。アルコー 
ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着する 
と印刷、塗装などびはげることびありますのでご 
を意ください。また、化学ぞうさん等をお使いの 
場合は化学ぞラさん等に付属の注意事項をよくお 
読みください。 


音のエチケット 


扇 

I 音のエチケット 1 


楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちので 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましよ 
う。ステレオの音量は貴方の/こ\びけ次第で大さく 
もルさくちなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいち 
のです。夜間の音楽鑑賞などには特に気を配りま 
しよラ。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お 
互いに必を配り、快い生活環境を守りましよラ。 


設置上のま意 

■ 直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くには設置しない 
でください。キャビネットび変形、変色したり、スピー 
カーび故障する原因となります。 

■ スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設置する 
のは大変危険ですのでおやめください。 

スピーカーシステムをテレビの上に設置するときは、安定 
に設置できることを確認してください。をし、安定しない 
ときはテレビの上に設置しないでください（サブウー 
ファーはテレビ、またはモニターの上に設置しないでくだ 
さい）。 

■サブウーファーを設置する場合は、放熱を良くするため他 
の機器や壁などから十分な間隔をとってください（天面 
2己 cml ； (上、後面]日 cml ； (上、ち側、左側各]日 cml ；( 
上)。また前側より己 Cm (上奥に押し込まないでくださ 
し、。本機と壁および他の機器との間隔びとれないと、内部 
に熱びこもり、性能不良または故障の原因になります。 


-直射日光を受けたりする場所、暖房器具に近い場所。 

•風通しび悪く、湿気やホコ U の多い場所。 

-振動や傾斜のある、不安定な場所。 

-アルコール類やスプレー式の殺虫剤など、引乂性のものを使 
用する場所。 

• テレビやモニターなどの上。 

•カセットデッキなど、磁界に影響される機器のそば。 

チューナーのアンテナケーブルから離して設 
置してください。 

近くに置いた場合に雑音び出ることびあります。このようなと 

きはアンテナやアンテナケーブルから本機を離してご使用にな 

るか、やむを得ない場合は本機の電源を切ってください。 

ごミ主意- 

. 本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムで 
すび、設置のしかたによっては、色ムラび生じる場合びあり 
ます。その場合は、一度テレビの電源を切り、 ] 己〜3日分 
後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能 
より、画面への影響び改善されます。その後を色ムラび残る 
ような場合には、スピーカーシステムをテレビからさらに離 
してご使用ください。 

-近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合に 
は、本機との相互作用により、テレビに色ムラを発生する場 
合びありますので、設置にご注意ください。 
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設置のしかた 


スピーカーの設置 

サブウーファーは、人間の耳び低音域においてち向感覚び無く 
なることを利用し、重低音をモノラルで再生します。方向感覚 
び無くなるため、設置場所は、かなり自由になりますび、あま 
り離れた場所に置くと左ちのスピーカーとの音のつなびりび不 
自然になる場合びあります。 


ち側のフ□ントスピーカー ち側のフ□ントスピーカー 



サブウーファーとサテライトスピー 
カーシステムの組み合せ 

サブウーファーとヴテライトスピーカーシステムを組み合せる 
と、下図の様な特性び得られ、低音域び増強されます。 



ドルビーデジタル*の再生においては、サブウーファーの専用 
再生チャンネルの設定を推奨しており、特に LFE(Low 
Frequency Effect= 映画などの迫力を増すための地鳴りの様 
な効果音)の再生に対して本機は有効です。 

* ドルビーデジタルについて 

ドルビーデジタルは、ドルビーサラウンドからドルビープ 
□ □ジックヴラウンドと継続して発展してさたドルビーヴ 
ラウンドのマルチチャンネル、デジタルシステムの名称で 
す。 

ドルビーデジタルは己.]チャンネルシステムとち呼ばれま 
す。2日 Hz 〜2日 kHz までの周波数範囲を持つ已チャンネル 
(フ□ント左、ち、センター、 U ア左、ち）と、独立した 
サブウーファー用チャンネルを持っているためです。サブ 
ウーファー用チャンネ J レは、 LFE(Low Frequency 
Effect) とち呼ばれています。 

LFE チヤンネルは、迫力ある低音を楽しみたいとさに好み 
に合わせて使用するチヤンネルとしています。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製 
造されています。 Dolby、 ドルビー及びダブル D 
記号はドルビーラボラト U —ズの商標です。 
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ヴブクー ファーの接続のしかた 


すべての接続び終ってから、コンセントを接続してください。アンプにサブウーファー用のプ U アウト端テびあることを確認し 
てください。付属の RCA ピンコードで、本機の LINE LEVEL INPUT 端テと接続します。 

ごま意 

アンプの、サラウンド•センターチヤンネル用のプ U アウト端テと接続すると、センターチヤンネルのみの低音となり、十分な 
低音び得られません。 



ヴブクーファ —の各部の名赖と巧し、かた 


前面パネル 



① パワーインジケーター (STANDBY/ON) 

電源をオンにすると緑色に点好します。 

信号のない状態び約8分1；(上続くと、才ートスタンノ くイ機 
旨 g (7 ぺージ参照）び日 N の場合は自動的にスタンバイ状 
態になります(インジケーターびホく点灯します）。その 
後、信号び入力されると電源びオンになり、インジケー 
ターび緑色に点好します。 

ごミ主意 

長時間使用しないとさは電源をオフにして、インジケー 
ターび消灯していることを確認してください。 

② パワースイッチ (POWER) 

押すと電源びオンし、ちう一度押すとオフします。 

③ レベルつまみ (VOLUME) 

サブウーファーの音量を設定します。 

•最小 ( MIN ) 位置からゆっくりと回してください。 

•本機は独自に重低音のレベルを設定でさますので、ア 
ンプ側で低音の増強をしないでください。 

④ ク□スオーバーつまみに ROSSOVER) 

ク□スオーバー周波数を設定します。一般的にク□ス 
オーバー周波数はスピーカー ユニッ トの口径に依をする 
ため使用するフ□ントスピーカーによってじ(下のように 
変更します。 

MIN . 使用するフ□ントスピーカーの□径び 

2日 cml ； (上の場合 

CENTER .... 使用するフ□ントスピーカーの□径び 
1日〜2日 cm の場合 

MAX . 使用するフ□ントスピーカーの□径び 

1下の場合 
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後面パネル 


©- 

⑦- 


I 


•回回 ©• 

OFF ON ff 1 扣 . 


-mtii 

111111 

ぶみ 

义夕 



-<D 


-< 8 ) 


( D ラインレベルインプット端子 
(LINE LEVEL INPUT) 

サブウーファー用のプ U アウト端テ付さのアンプと、付 
属の RCA ピンコードで接続します。 

⑥ オートパワーオン/オフ切り換えスイッチ 
(AUTO STANDBY) 

オートスタンバイ機能を日 N または日 FF にします。 

• オートスタンバイ機能 

オートパワーオン/オフ切り換えスイッチ⑥を日 N (お買い 
上げ時は OFF になっています）にすると、オートスタンバ 
イ機能び働さます。入力信号びない状態で約8分間び経過す 
ると、電源び自動的にスタンバイ状態（オフ状態）になりま 
す。入力信号び入ると自動的に電源び ON になります。 

ごミ主意 

使用する環境によって、周辺機器からのノイズなどの影響を受 
けてオートスタンバイ機能び働き、電源びオンになってしま 
ラことびあります。そのよラなとさはオートパワーオン/オフ 
切り換えスイッチを OFF にして、パワースイッチで電源の才 
ン-オフをしてください。 

⑦ 位相切り換えスイッチ （PHASE cr /1 80° ) 

組み合わせるスピーカーシステムによっては極性び初め 
から反転しているちのびあります。 

この場合、ヴブウーファーとフ□ントスピーカーとの接 
続極性を逆にしたほラび音のつなびりびよい場合びあり 
ます。通常は日°にて使用しますび、極性び不明な場合は 
特に、位相反転の有無を聴さ比べてみることをおすすめし 
ます。 


® AC インレット 

電源コードを接続します。すべての接続び終わってか 
ら、一番最後に AC インレットと壁のコンセントとを付属 
の電源コードで接続してください。 















































巧いかた 


1 パワースイッチ(②)をオンしまず。 

• 本機の電源コードをアンプのスイッチ連動コンセント 
に接続したとさはオンのままにしておくと、アンプと 
連動してオン/オフでさます。 

•アンプと連動でさない場合は、アンプの電源をオンし 
てから本機をオンしてください。電源を切るとさは、 
本機をオフしてから、アンプをオフしてください。 

2 アンプを操作して音を出し、左ちのスピーカーの音量を 
調整します。 


3 レベルつまみ(③)でお音の強さを調整しまず。 

必要に応じてク□スオーバーつまみ(④)、位相切り換えス 
イッチ(⑦)、レベルつまみ(③)で調整してください ( P .7)。 


A 注意 


パワーインジケーターび消灯している状態でも、電源の供 
給は停止しません。電源の供給を完全に停止するために 
は、電源プラグ(遮断装置)を抜く必要びあります。旅行な 
どで長期間この製品をご使用にならないとさには、安全の 
ため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセントから抜いてく 
ださい。火災の原因となることびあります。 



故障？ ちよコと@ベで<だせい 


故障かな？....と思ったらちょっとチェックしてみてください。意外な操作ミスび故障と思われています。また、本機外の原因 
を考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気器具ち合わせてお調べください。 


症状 

原因 

処置 

電源び入らない。 

りくワースイツチを巧してちインジ 
ケーターび点好しなし、） 

-電源コードび正しく接続されていな 
い。 

• プラグを正しく接続してください。 

音び出ない。 

(インジケーターは点灯する。） 

• レベルつまみび MIN 位置になってい 

• RCA ピンコードの接続び正しくない、 
または外れている。 

• レベルつまみをゆっくりちに回してく 
ださい。 

•接続を確認し、正しく接続してくださ 
い。 

音び歪む。 

-音量び大さすざる。 

•レベルつまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

発振（大さな音び連続的に出る）す 

-本機の音量び大さすざる。 

•レベルつまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

チューナーを聞いたとさ雑音び多 
い。 

• AM ループアンテナや FM の室内アンテ 
ナび本機の近くにある。 

• AM や FM のアンテナ(室内用）と本機の 
距離を離して < ださい。 

スタンバイ状態にならない。 

• オートパワーオン/オフ切り換えス 
イッチび日 FF になっている。 

• オートパワーオン/オフ切り換えス 
イッチを ON にしてください。 
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保証とアフターサービスについて 

巧証書（別添）について 

修理を依巧されるとを 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめて販売 

9ページにしたびって調べていたださ、なお異常のあるとさに 

店から受け取っていただき、内容をよくお読みの上、大切に保 

は、ご使用を中止し必ず電源プラグを抜いてから、お買い巧め 

管してください。 

保証期間はご購入から]年間です。 

の販売店へご依頼 < ださい。 

巧修用性能部品の最低巧有期巧 

連絡していただきたい内容 

• ご住所 

ステレオの補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後8 

• お名前 

年です。性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な 

-電話番号 

口 じ nn です。 

•製品名：スピーカーシステム 
• 型番： S-VW 己 

修理に関するご質囲、ご相談は 

お買い巧めの販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 

-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容の状況(でさるだけ詳しく） 

-訪問のご希望曰 

答品などでお買い巧めの販売店に修理のご依頼び出来ない場合 
は、別冊の「修理窓□-ご相談窓□のご案内」に記載されてい 

•ご自宅までの道順と目標(建物、公園など） 

る修理受付センターにご相談ください。 

■ 保証期間中は： 


修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載 
されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 


■ 保証期間び過ざているとをは： 


修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料 
で修理いたします。 

化徐 

パワードサブウーファー 

付属品 


アンプ部 


100 W 


実用最大出力 （1 OOHz , 1日％，6が . 

入力端テ 

入カレベル . 160 mV /20 kQ 

ク□スオーバー周波数 . 已日〜2日日 Hz (連続可変） 


RCA ピン！]-ド (3 m ). 

電源コード . 

取扱説明書 . 

安全上のごを意 . 

保証書 . 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 


スピーカー部 

型式 . バスレフち式フ□アー型、防磁設計 ( JEITA ) 

スピーカーユニット . 18 cm コーン型 


• 左記の仕様および外観は改良のため予告なく変更することび 
あります。 


電源部-その他 


電源 . AC ]00 V 、已0/60 Hz 

消費電力 . 67 W 


省エネモード時消費電力（オートパワーオフ時） 

. 日.己 

外形寸法 . 2日8(幅) X 己16盾 )X 316嫂行 ) mm 

質量 .] 1.日 k 呂 
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長年ご使用のオーディオ製品の,点検をおすすめいたしまず。こんな症がはありませんか？ 



-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 


-電源コードにさけめやひび割れびある。 



-電気び入ったり切れたりする。 


-本体か5異常な音、熱、臭いびする。 




故障や事故防止のため、ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか 
5巧さ、『保証とアフターサービス』 （ P .9) をお読みのうえ、修理受付セン 
夕一（裏表紙）に点検をご依頼ください。 
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製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


• パイオニア•カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U —フォン） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 17: 00、 ±曜 9: 30 〜 12: 00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

<ごを意>フ|」ーフォンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外か日の国際電話ではご利用になれません。 
あ5かじめご了承ください。 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓□: W 0070-800-81 81 -22 
カタ□グのご請求窓 □ : yf 0070 -800-81 81 -33 

ファックス ： 03-3490-5718 

ノ くイオニアホームページでのご案内 

お問い合わせ先のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ 

カタ □ グ請ボとメ H レヴービス登録のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg/index.html 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


付属品0」モコン•取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニア部品受をセンターにご相談くだ 
さい。部品の交換ち法などの技術相談につきましては下記のパイオニア修理受付センターにご相談ください。 


• パイオニア部品受まセンター 


受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 1 呂： 00、 ±曜 

9: 30 〜 12: 00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

くごを意>フ|」ーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。 

電話（フ U —ダイアル） 

m 0120 -5-81 095 

一般電話 

0538-43-1161 

ファックス（フリーダイアル） 

画0120 -5-81 096 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓 □ 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思ったら」の頂目をご確認ください。それでも異常のある時は、必ず電源プラグを巧いてから、ご購入 
店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないときやお近くにないときは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く） 


• パイオニア修理受付センター （沖縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 20: 00、 ±曜 9: 30 〜 12:00、13: 00 〜 18: 00 (弊社休日は除く） 
日曜•祝日 9: 30 〜 12: 00、13 : 00 〜 1 日： 00 ( プラズマテレビのみ受付） 

くごを意>フ|」ーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用になれません。あ5かじめご了承ください。 

電話（フ U - ダイアル） ；函 0120 -5-81028 
一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フリーダイアル）：函 0120 -5-81029 

• 沖縄サービスステーション （沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00 (±曜•日曜•祝日•弊社休日は除く） 

—般電話 ： 098-879-1910 
フアツクス： 098-879-1352 


高調液ガイドライン適合品 
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